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昨
年
は
日
越
国
交
樹
立
四
十
周
年
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
取
り

組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
草
の
根
の
交
流
を
旨
と
し
活

動
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
大
き
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
「
越
日
関
係
樹
立
四
十
周
年
式
典
」

に
は
当
会
の
村
山
富
市
会
長
も
招
待
さ
れ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
開
催
さ
れ
た
日
越
友
好
活
動
セ
ミ
ナ
ー
で
、
大
西
理
事
長

が
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
発
足
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
枯
葉

剤
爆
弾
被
害
者
支
援
」
の
活
動
に
つ
い
て
、発
表
し
て
き
ま
し
た
。

活
動
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
支
援
の
た
め

の
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
東
北
を
は
じ
め

と
し
た
東
日
本
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
枯
葉
剤
被
害
者

へ
の
支
援
金
と
と
も
に
東
北
大
地
震
被
災
地
復
興
支
援
金
も
届
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
、二
〇
一
三
年
秋
の
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、

特
別
に
長
崎
く
ん
ち
祭
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
く

ん
ち
祭
り
に
七
年
毎
に
ベ
ト
ナ
ム
と
縁
の
＂
御
朱
印
船
＂
山
車
が

出
演
す
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
企
画
で
実
現

し
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
十
二
月
に
は
、
年
の
最
後
を
飾
り
、
劇
団
わ
ら
び

座
の
ベ
ト
ナ
ム
友
好
公
演
﹃
遠
野
物
語
︱
鎮
魂
と
再
生
の
祈
り
﹄

（
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
御
礼
公
演
）
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ

Ｆ
も
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

 

謹 

賀 

新 

年

写真：長崎くんち祭りで
諏訪神社前の奉納に参加した桃花グループ

二
〇
一
四
年
も
皆
様
と
手
を
携
え
、
一
層
の
活
動
発
展
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
一
月
吉
日

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
役
員
一
同
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長崎公演   

駿
馬
の
よ
う
に
颯
爽
と

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み

な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
清
々
し
い
新
年
を

お
迎
え
に
な
り
、
気
持
ち
も
新
た
に
ベ
ト
ナ
ム

交
流
へ
の
意
欲
を
高
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

本
年
は
午
年
で
す
。
私
た
ち
も
目
的
に
向
か

っ
て
駿
馬
の
よ
う
に
颯
爽
と
駆
け
抜
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

さ
て
、
昨
年
の
わ
た
く
し
ど
も
の
ベ
ト
ナ
ム

と
の
交
流
実
績
を
お
話
い
た
し
ま
す
と
、
昨
年

は
、
折
し
も
十
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
長
崎
秋

の
大
祭
「
く
ん
ち
」
の
山
車
（
だ
し
）
と
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
ゆ
か
り
の
「
御
朱
印
船
」（
ご
し
ゅ

い
ん
せ
ん
）
が
奉
納
さ
れ
る
七
年
に
一
度
の
年

に
当
た
り
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
と
も
い
え
る

年
に
合
わ
せ
て
ベ
ト
ナ
ム
大
使
一
行
を
長
崎
に

お
招
き
し
、
同
時
に
開
催
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム

民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー

と
も
ど
も
山
車
の
奉
納
に
ご
参
加
い
た
だ
き
歴

史
に
根
差
し
た
意
義
あ
る
交
流
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
長
崎
県
知
事
、
長
崎
市
長
へ
表
敬
訪

問
を
行
い
今
後
と
も
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
が
両

者
に
と
っ
て
文
化
、
経
済
等
の
発
展
を
見
据
え

た
と
き
、
い
か
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
の
か

を
再
認

識
し
、

未
来
に

向
か
っ

て
手
を

取
り
合

い
歩
ん

で
い
く

こ
と
を

誓
い
合

い
ま
し
た
。

昨
今
の
ア
ジ
ア
情
勢
を
見
る
時
ベ
ト
ナ
ム
と

の
交
流
進
化
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
最
重
要
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
我
々
の
活
動
は
ま
さ
に

時
宜
を
得
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
交
流
進
化
は
ひ
と
り
で
は
決

し
て
成
し
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仲
間

の
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。
き
め
細
や
か
な

連
携
と
情
報
交
換
等
に
よ
り
質
の
高
い
意
義
あ

る
交
流
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

さ
あ
み
な
さ
ん
、
本
年
も
お
互
い
し
っ
か
り

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の

新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
駆
け
出
し
ま
し

ょ
う
。
駿
馬
の
ご
と
く
。

（
長
崎
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
理
事
長

冨
岡　

勉
）

青森公演   
広
が
っ
た
賛
同
の
輪

二
〇
一
三
年
ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
青
森
公
演
は
、
前
回
の
青
森
県
の
公
演

か
ら
一
〇
年
た
っ
た
中
で
開
催
さ
れ
、
し
か
も

取
り
組
み
は
参
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
あ
と
の

八
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
実
行
委
員
会
が
結
成
さ

れ
た
の
は
九
月
上
旬
と
公
演
一
カ
月
ち
ょ
っ
と

で
前
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

今
回
は
、
自

治
労
県
本
部
、

県
平
和
労
組
会

議
、
社
民
党
県

連
合
や
ア
イ
女

性
会
議
で
ス
タ

ー
ト
し
た
実
行

委
員
会
は
一
般

に
広
め
る
た
め

に
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
と
の
議

論
の
中
で
、
ま

ず
は
実
行
委
員

長
を
一
般
に
広
め
る
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と
か

ら
学
者
文
化
人
の
皆
様
に
当
た
っ
た
結
果
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
た
く
さ
ん
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
青
森
中
央
学
院
大
学
の
内
山
清
教
授
に

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
内
山
先
生
の

ル
ー
ト
か
ら
「
青
森
ベ
ト
ナ
ム
交
流
協
会
」
の

会
員
団
体
・
個
人
の
皆
様
へ
の
呼
び
か
け
、
さ

ら
に
は
青
森
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
へ
の
皆

様
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
賛
同
の
輪
を
広
げ
る
努

力
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
公
演
当
日
の
お
手
伝
い
と
し
て

青
森
中
央
学
院
大
学
ベ
ト
ナ
ム
交
流
協
会
・
青

森
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
様
の
参
加
を

は
じ
め
、
二
七
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
留
学
生
の
手
伝
い
や
青
森
市

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
山
内
会
長
の
公
演
前
挨

拶
な
ど
も
公
演
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

公
演
終
了
後
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
団
体
と
の
交

流
会
は
、
ベ
ト
ナ
ム
留
学
生
も
た
く
さ
ん
参
加

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
取
り
組
み

ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演
は

大
き
な
友
好
と
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
の
「
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、十
月
二
日
の
「
わ

ら
び
座
」
公
演
を
皮
切
り
に
、
山
形
・
白
鷹
町
、
国
分
寺
市
、
諫
早
市
、
長
崎
市
、
仙
台
市
、
青
森
市
、

奥
州
市
、
東
松
山
市
、
新
潟
市
、
金
沢
市
、
富
山
市
、
富
士
見
市
、
相
模
原
市
で
、
都
合
、
十
三
回

の
チ
ャ
リ
テ
イ
―
公
演
、
一
回
の
ラ
イ
ブ
、
一
回
の
友
情
公
演
（
特
別
支
援
学
校
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

フ
ク
シ
マ
放
射
能
汚
染
事
故
の
影
響
か
、
制
御
不
能
化
学
物
質
の
一
つ
で
あ
る
枯
れ
葉
剤
爆
弾
被

害
へ
の
関
心
も
、
例
年
に
な
く
高
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
は
ま
た
日
越
国
交
四
十
周

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
有
意
義
な
相
互
交
流
と
し
て
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

場
者
は
約
二
七
五
〇
人
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入
協
賛
者
は
約
四
五
〇
〇
人
に
上
り
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
の
他
、
各
地
の
友
好
団
体
と
の
交
歓
会
、
自
治
体
首
長
へ
の
表
敬
な
ど
行
い
、
民
間
の

友
好
大
使
と
し
て
の
役
目
も
果
し
ま
し
た
。

七
年
ぶ
り
に
「
長
崎
く
ん
ち
祭
り
」
の
日
越
の
交
流
を
模
し
た
「
ご
朱
印
船
山
車
」
に
参
加
し
た

こ
と
も
特
筆
す
べ
き
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

益
金
は
、
北
部
タ
イ
ビ
ン
省
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
の
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
タ
イ
ビ
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
刺
繍
絵
の
買
上
げ
」
支
援
に
充
て
ら
れ
る
他
、
障
害
者
家
庭
慰
問
、
被
害
者
追
跡

記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
費
一
部
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
益
金
の
一
部
三
十
万
円
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〝
桃
花
〞
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
東

日
本
大
地
震
被
災
者
支
援
・
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
被
害
者
支
援
」
と
し
て
関
係
機
関
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

ご朱印船山車に乗っている日本人の
花婿役、ベトナム人の花嫁役の子供
と桃花メンバー

盛り上げる会場の模様
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仙台公演   
被
災
者
も
招
待
し
開
催

十
月
九
日
（
二
〇
一
三
年
）、「
ベ
ト
ナ
ム
枯

葉
剤
爆
弾
被
害
者
支
援
・
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
東
日
本
大
震
災
被
災
・
復
興
支
援
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、「
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
仙
台
公
演
」
が
仙

台
市
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
宮
城
県
内
で
は
六
回
目
（
仙
台
市
は
二
回

目
）
と
な
る
公
演
で
し
た
。

こ
の
公
演
の
成
功
へ
向
け
て
、
昨
年
六
月
に

宮
城
県
平
和
労
組
、
自
治
労
、
社
民
党
や
こ
れ

ま
で
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
友
好
訪
問
団
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム

を
訪
れ
て
い
る
方
々
や
在
仙
ベ
ト
ナ
ム
人
日
本

語
学
校
関
係
者
等
が
参
加
し
て
実
行
委
員
会
を

設
立
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
活
動
の
他
、
公
演
催
行
の
趣
旨

に
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仮
設
住
宅
で
暮

ら
す
被
災
者
の
方
々
へ
の
「
招
待
状
」
の
配
付

の
活
動
な
ど
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
日
は
二
百
名
を
超
す
参
加
者
が
あ
り
、「
桃

花
（
ホ
ア
ダ
ウ
）」
に
よ
る
民
族
舞
踊
、
民
族

楽
器
の
演
奏

な
ど
に
陶
酔

し
、
成
功
裡
の

公
演
と
な
り
ま

し
た
。
終
了
後

は
出
演
者
と
本

部
及
び
在
仙
実

行
委
の
交
流
会

も
開
か
れ
ま
し

た
。

金沢公演   

感
動
を
も
っ
て
幕
を
降
ろ
し
た

ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
私
が
事
務
局
を
務
め
、
一
九
九
八
年
に
初

め
て
金
沢
に
招
聘
し
公
演
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
の
公
演
以
来
八
年

ぶ
り
の
公
演
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
公
演
は

十
月
十
六
日
（
二
〇
一
三
年
）、
石
川
県
教
育

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
。

今
回
の
舞
台
は
、
洗
練
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
下
を
戦
い
、
生
き
抜
い
た
民
衆
の
心
が
織
り

込
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。

中
で
も
、
片
腕
の
ギ
タ
リ
ス
ト
、
グ
エ
ン
・

テ
・
ビ
ン
が
奏
で
る
チ
ン
・
コ
ン
・
ソ
ン
の
嘆

き
の
歌
に
は
、
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
彼

は
、
父
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
失
い
、
間
も
無
く

母
を
病
気
で
失
い
ま
し
た
。
親
類
に
引
き
取
ら

れ
た
ビ
ン
少
年
は
、農
作
業
で
水
牛
か
ら
落
ち
、

右
腕
を
骨
折
し
ま
し
た
が
、病
院
に
は
行
け
ず
、

片
腕
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

彼
を
支
え
た
の
は
、
ギ
タ
ー
で
あ
り
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
時
、
人
々
を
励
ま
し
た
チ
ン
・
コ
ン
・

ソ
ン
の
音
楽
で
し
た
。
彼
の
奏
法
は
、
驚
異
的

で
す
。
左
手
の
指
を
縦
横
に
駆
使
し
、
弦
を
抑

え
、
メ
ロ
デ
ィ
を
爪
弾
き
ま
す
。
和
音
す
ら
、

響
か
せ
ま
す
。
哀
切
で
心
に
染
み
入
っ
て
き
ま

す
。苦

労
に
苦

労
を
重
ね
た

彼
は
、
故
郷

で
、
身
寄
り

無
き
子
ど
も

た
ち
の
学
校

を
開
い
て
い

る
と
い
い
ま

●
例
年
︑
十
二
月
に
実
施
し
て
き
て
い
た
Ｊ
Ｖ
Ｐ

Ｆ
訪
問
団
を
一
月
二
十
一
日
か
ら
実
施
し
ま

す
︒
フ
ー
ト
省
少
数
民
族
出
身
高
校
生
奨
金
授

与
︑
新
規
ラ
ム
ド
ン
省
少
数
民
族
出
身
高
校
生

奨
学
金
の
ほ
か
︑
ラ
ム
ド
ン
省
︑
ビ
ン
フ
ッ
ク

省
で
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
状
況
視
察
︑
枯
葉
剤

爆
弾
被
害
者
家
庭
慰
問
を
実
施
し
ま
す
︒
報
告

は
次
号

●
ベ
ル
カ
ン
ト
日
越
交
流
が
五
月
九
日
︑
十
日
︑

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
計
画
中
︒
こ
れ
は
オ
ペ
ラ
歌

手
の
角
田
和
弘
さ
ん
︵
二
〇
一
二
年
九
月
に
実

施
さ
れ
た
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
ハ

ノ
イ
公
演
の
ゲ
ス
ト
︶
が
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
国
立

音
楽
院
と
協
力
し
計
画
し
て
い
る
も
の
︒
Ｊ
Ｖ

Ｐ
Ｆ
は
こ
の
橋
渡
し
を
行
い
実
施
に
協
力
し

て
い
ま
す
︒

●
例
年
五
月
に
実
施
し
て
き
た
村
山
学
校
の
日
本

語
修
学
高
校
生
の
修
了
式
と
そ
の
た
め
の
訪

問
団
は
︑
今
年
度
は
該
当
者
が
い
な
い
た
め
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
︒

●
今
夏
︑
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
中
部
ク
ア
ン
ナ
ム
省

へ
訪
問
団
を
計
画
中
︒

●
今
夏
︑
例
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
枯
葉
剤
爆
弾

被
害
者
支
援
﹁
タ
イ
ビ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂

が
八
月
十
九
日
︵
火
︶
か
ら
計
画
中
︒
詳
細
は

後
日
︒

●
﹁
ベ
ト
ナ
ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

二
〇
一
四
﹂が
十
月
に
計
画
中
︒
今
年
は
九
州
︑

中
四
国
︑
近
畿
︑
東
海
︑
関
東
の
コ
ー
ス
で
準

備
中
で
す
︒
開
催
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
︒

●
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
追
跡
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
の

取
材
を
計
画
︒

　
　

映
像
記
録
作
家
の
鈴
木
伊
織
さ
ん
の
協
力
を

得
て
︑
五
年
間
の
定
時
に
追
跡
記
録
を
続
け
て

き
て
い
ま
す
︒
こ
れ
ま
で
﹃
歪
め
ら
れ
た
遺
伝

子
﹄︵
二
〇
〇
三
年
製
作
︶︑﹃
そ
れ
で
も
私
は

生
き
て
ゆ
く
﹄︵
二
〇
〇
八
年
製
作
︶
の
二
本

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
製
作
し
ま
し
た
︒
昨
年
が
予
定
年

度
で
し
た
が
︑
経
費
の
準
備
が
整
わ
ず
に
今
年

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

◎
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
第
七
回
総
会
は
五
月
二
十
四
日

︵
土
︶
午
後
三
時
～
四
時
三
十
分

◎
二
〇
一
三
年
度
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
第
二
回
理
事
会
は

五
月
二
十
四
日
︵
土
︶
午
後
二
時
～
三
時

　

※
い
ず
れ
も
︑
東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
・
会

議
室
︵
予
定
︶

　

※
正
式
な
案
内
は
一
か
月
前
ご
ろ
に
送
付
予

定
︒

◆◆◆
掲
示
板
◆◆◆　

閉会の御礼挨拶する佐々木副実行委員長

ビンさんとビンさんのCDを手に

す
。
ド
イ
ツ
の
企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
そ
う
で

す
。
彼
の
不
屈
だ
が
心
優
し
い
音
楽
が
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
全
体
の
親
密
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
し
た
。

公
演
終
了
後
、
夕
食
交
流
会
が
も
た
れ
、
盛

本
芳
久
・
実
行
委
員
長
（
石
川
県
議
会
議
員
）

の
尺
八
演
奏
披
露
も
あ
り
、
在
金
沢
の
ベ
ト
ナ

ム
人
ら
も
交
え
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
実
行
委
員
会
事
務
局　

森　

一
敏
）
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マジック　～お札＆コインなどを使い、簡単種なし手品も披露～

フィナーレは、大（？）交流会！
盆踊り　～「炭坑節」♪掘って～掘って～
また掘って♪　～
ベトナム人はみんな浴衣を着て大喜び。まず、お互いに歌を披露。
私たちは「ふるさと」を歌いました。そして、盲目の少女は今年も「バ
スごっこ」を歌ってくれました。その後、みんなで炭坑節を踊り、
楽しい時間を過ごしました。

戦争がなく、すべての人が互いに助け合う社会が実
現されればよいとは思いませんか？　今回8月17日～
22日のタイビン（ベトナム）ボランティアに参加して
きましたので、報告したいと思います。
　タイビン・ボランティアは、枯葉剤被害者のリハビ
リ施設でのボランティアで、私は①ベトナムは好きな
所の1つである②平和に関する活動に関心があり③リ
ハビリの仕事をしている、といったことで「私のため
の活動」と勝手に思い、沖縄平和行進の次はこれだと、
内示で異動なしが決まった3月下旬に「夏休みで行きま
す宣言」しました。
　ベトナム国内タイビン省（県）はハノイから南東方
向に車で2時間程度のところに位置しています。海（ト
ンキン湾）へ向かう感じです。今回の参加者は4人でし
た。
　リハビリ施設に入所している対象者は20人程度で、
通常3か月程度の入所となっていると伺いました。症状
は詳しくはわかりませんが、精神機能障害、内臓の障害、
目の障害などに見えました。いわゆる寝たきりに近い
状態の方はいなく、歩ける方たちでした。
　ボランティアでは、交流し楽しい時間を共に過ごす
ようにと、私は「魚釣りゲーム」をしました。
　魚は、紙にクレヨンで絵をかいてはさみで切り、口

元にクリップをつけました。釣竿は、割りばしと糸
の先にマグネットを縛り、磁石で釣り上げるようにし
ました。また、魚の裏に数字を書き、景品付きにしま
した。
　実際はかなり盛り上がり、皆を制するのが大変なく
らいでした。入所者の皆さんは普段枯葉剤被害者とし
て大変な思いをされていると思います。ゲームをした
ひと時は、そのことを忘れられたのではないかと思い、
意義のある活動ができたのではないかと思いました。
　そのほか、ほかのメンバーによる、マジック、体操
（ヨガ）、浴衣を着ての盆踊り、各国歌交換を行いました。
時間が足りず、やり残しがあった感じです。
　今回の活動をきっかけに、JVPF(日本ベトナム平和
連絡会議)を通じ、ベトナムとの交流と、枯葉剤被害者
を中心とした支援活動を行っていこうと思います。最
後まで読んで下さりありがとうございます。ここまで
読まれたあなたは、私のことを知っているから？　何
となく？　それとも興味があるから？　もしも興味を
お持ちの方がいましたら、話ができれば嬉しいです。
いずれにせよ、お付き合いいただいてありがとうござ
いました。

（2013・9・1記）
新潟・中央病院リハビリ科　高橋和宣

恒
例
、
ひ
も
マ
ジ
ッ
ク

盲
目
の
少
女
の
歌
声
を
、

ま
た
聞
け
ま
し
た

♪炭坑節♪

半分に折ったお札の上にコイ
ンをのせ、広げていくと…

ベ
ト
ナ
ム
の
米
づ
く
り
を 視察

し
て

新
潟
県
職
労　

菊
田　

仁

例
年
実
施
し
て
い
る
タ
イ
ビ
ン
省
の
枯
れ
葉
剤
リ

ハ
ビ
リ
施
設
で
の
滞
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
二
〇
一
三

年
八
月
十
九
日
、
二
十
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟

の
菊
田
さ
ん
は
キ
ュ
ー
バ
で
稲
作
技
術
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
キ
ュ
ー
バ
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
米
を
輸
入
し

て
い
る
こ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
稲
作
技
術
者
が
キ
ュ
ー

バ
で
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

参
考
の
た
め
ベ
ト
ナ
ム
の
稲
作
事
情
を
タ
イ
ビ
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
間
を
縫
っ
て
見
聞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
動
機
は
、
支
援
し

て
い
る
キ
ュ
ー
バ
の
米
づ
く
り
に
必
要
な
機
械

を
見
る
こ
と
で
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
世
界
第
二

位
の
米
の
輸
出
国
で
あ
り
、
キ
ュ
ー
バ
へ
も
多

く
の
米
を
輸
出
し
て
い
る
と
と
も
に
キ
ュ
ー
バ

国
内
で
栽
培
技
術
や
機
械
整
備
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
の
目
的
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
外
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
程
の
中
に
農
村

視
察
を
組
み
込
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
、
タ
イ
ビ
ン
枯
葉
剤
被
害
者
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
終

了
後
、
農
村
視
察
（
米
づ
く
り
）
先
で
あ
る
ホ

ー
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。
タ
イ
ビ
ン
省
は
ベ
ト

ナ
ム
で
も
米
の
主
産
地
で
あ
り
、
鎌
田
さ
ん
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
日
本
軍
が
種
籾
を
略

奪
し
た
た
め
、
多
数
の
餓
死
者
が
で
た
地
域
だ

と
の
こ
と
で
し
た
。

ホ
ー
村
の
人
民
委
員
会
に
よ
る
と
農
地
は
三

百
七
十
ｈ
ａ
、
人
口
は
約
一
万
人
、
労
働
人
口

は
約
五
千
人
と
若
い
労
働
者
が
多
く
、
六
割
が

農
民
。
ま
た
、
生
産
額
は
千
六
百
億
ド
ン
（
日

本
円
で
約
八
千
万
円
）
所
得
は
四
百
八
十
億
ド

※参加してみ
ませんか？　
2014年8月も
計画中です。
ご希望の方に
は詳細ご案内
します。
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寄り添い、そして笑顔を　
記：神馬道子

2013夏／タイビン・ボランティア報告

　タイビン省にある枯葉剤爆弾リハビリセンター（ベトナムアンサンブルチャリティコンサートの益金：1000万
円で2004年開設、開所）。2013年の夏も8月19日と20日の2日間、入所の方々といろいろな活動を通して心の交流
を深めました。

ラジヨガ　～みんなで体をほぐし、リラックス～
一昨年から始めたラジヨガ。
今年は、新しい方が何人もいたので、ひとつひとつのポーズを
説明しておこないました。
2日目の始まりにも、このラジヨガをおこない、体をほぐしまし
た。

魚釣り大会　～竿は割り箸と磁石。魚に
クリップをつけて、釣りあげました。～

ラフターヨガ　
～たくさん笑って

心も体もすっきり～
「ラフターヨガ（笑いヨガ）」は笑いとヨガの呼
吸法を組み合わせたエクササイズ。笑うことで
多くの酸素を自然に体に取り入れ、心身共にす
っきりし元気になることができます。だれでも
すぐにでき、冗談、ユーモア、コメディーに頼
らない「ただ笑うだけ」の画期的なエクササイ
ズです。1995年にインドの医師マダン・カタ
リアと、ヨガの熟練者である奥様、マヂュリー・
カタリアとともに、たった5人で始まったこの
運動は、今や
世界73カ国以
上に広がって
います。もち
ろんベトナム
にも。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
魚
釣
り
の

始
ま
り

まずは各自で、
思い思いに魚を作成

 
出来具合いは上々！

ン
（
約
九
百
二
十
万
円
）。
米
以
外
生
産
物
は

工
芸
と
の
こ
と
で
し
た
。

最
初
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
日
本
で
い
う

米
屋
で
、
米
を
仕
入
れ
て
、
精
米
で
販
売
す
る

所
。
籾
一
ｋ
ｇ
当
た
り
八
千
ド
ン（
約
四
十
円
）

で
仕
入
れ
て
、
精
米
一
ｋ
ｇ
当
た
り
一
万
一
千

ド
ン
（
約
五
十
五
円
）
で
販
売
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
性
能
よ
い
精
米
機
を
使
用
し
て

お
り
、
き
れ
い
に
精
米
し
て
あ
り
ま
し
た
。

次
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
所
は
焼
酎
を
作
っ
て

い
る
酒
造
所
。
精
米
を
発
酵
さ
せ
、
絞
り
カ
ス

は
豚
の
え
さ
、
豚
の
排
せ
つ
物
を
発
酵
さ
せ
、

そ
の
ガ
ス
を
燃
料
に
活
用
し
て
お
り
、
循
環
型

農
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
村
の
精
米
・
製
粉
所
で
し
た
。
用
途

に
応
じ
て
米
以
外
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
等

も
粉
挽
き
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

田
ん
ぼ
の
単
収
は
十
ａ
当
た
り
三
百
六
十
ｋ

ｇ
と
け
っ
し
て
多
く
な
い
で
す
が
、
二
期
作
に

よ
り
生
産
量
を
確
保
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

な
お
、
訪
問
し
た
時
期
は
雨
季
で
稲
が
水
に

隠
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
も
多
く
み
ら
れ
、
い
も
ち

病
の
防
除
を
一
斉
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

（
８
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く
）

タイビン・ボランティア参加のメンバー
と（左端：菊田）
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ハ
ノ
イ
で
日
越
四
十
周
年
記
念
行
事
開
か
る

〜
村
山
富
市
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
会
長
ら
参
加
〜

昨
年
九
月
二
十
日
、
ハ
ノ
イ
に
於
い
て
ベ
ト

ナ
ム
友
好
連
合
委
員
会
主
催
の
友
好
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
十
九
日
ハ
ノ
イ
に
到
着
し
た

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
一
行
は
、
二
十
日
、
越
日
国
交
四
十

周
年
記
念
式
典
、
そ
の
後
、
友
好
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
個
人
、
団
体
へ
の
ベ
ト
ナ
ム
友
好
連
合

委
員
会
か
ら
の
「
友
好
勲
賞
及
表
彰
」
授
与
式

に
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
か
ら
は
、
佐
藤
晴
男
副
会
長
、
大

西
繁
治
理
事
長
、及
川
光
行
事
務
局
長
が
授
与
。

同
時
に

Ｊ
Ｖ
Ｐ

Ｆ
と
し

て
、
友

好
活
動

に
尽
力

さ
れ
た

友
誼
団

体
や
個

人
を
推

薦
し
、
以
下
の
方
々
が
友
好
勲
賞
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

団
体
と
し
て
長
野
ベ
ト
ナ
ム
交
流
協
会
、
埼

玉
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
連
絡
会
、
広
島
ベ
ト
ナ

ム
平
和
友
好
協
会
、
社
団
法
人
・
時
遊
人
、
わ

ら
び
座
、個
人
と
し
て
日
本
軍
が
関
与
し
た「
１

０
０
万
人
餓
死
事
件
」
を
追
及
し
て
き
た
黒
川

吉
衛
さ
ん
ら
。

劇
団
〝
わ
ら
び
座
〞
が
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
で
友
好
公
演

創
立
六
十
二
年
の
伝
統
を
持
つ
劇
団
＂
わ
ら

び
座
＂
は
日
越
四
十
周
年
記
念
の
二
〇
一
三
年

十
二
月
二
十
一
日
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、

ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
於
い
て
友
好
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
村
山
富
市
会
長
へ
協
力
要
請

が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
公
演
実

現
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

劇
団
＂
わ
ら
び
座
＂
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の

五
十
年
前
、
ベ
ト
ナ
ム
で
友
好
と
連
帯
の
公
演

の
お
こ
な
っ
て
お
り
、
永
年
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の

友
情
が
復
元
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
公
演
と
な
り

ま
し
た
。
公
演
以
外
に
も
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
へ

ク
ア
ン
ナ
ム
省 

 

四
軒
の
「
仁
愛
の
家
」
訪
問

埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
「
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
国
交

樹
立
四
十
周
年
記
念
の
旅
」（
二
〇
一
三
年
七

月
実
施
）
参
加
者
は
十
一
名
。
石
山
博
・
団
長

が
各
所
で
適
切
な
あ
り
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
平
松
ト
モ
コ
著
「
ベ
ト
ナ
ム

レ
ポ
ー
ト
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
ク
ア
ン
ナ
ム
省
の
枯
れ
葉

剤
被
害
者
支
援
を
始
め
た
の
は
二
〇
一
一
年
八

月
二
日
の
こ
と
で
す
。
被
害
者
の
家
庭
を
訪
問

し
、
詳
し
い
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
結
果
、
多

く
の
被
害
者
が
一
番
必
要
と
し
て
い
る
も
の
は

「
家
」
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明
。
そ
の
年
の
訪

問
団
二
〇
名
が
一
人
一
万
円
を
拠
出
。
私
の
著

書
﹃
世
界
を
動
か
し
た
女
性
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・

ビ
ン
﹄
の

売
上
げ
金

と
カ
ン
パ

四
千
ド
ル

と
合
わ
せ

て
六
千
ド

ル
が
ビ

ン
女
史

の
「
ベ
ト

ナ
ム
平
和

と
発
展
基

金
」
を
通

し
て
ク
ア

ン
ナ
ム
省

友
好
連
合

委
員
会
に
届
け
ら
れ
「
仁
愛
の
家
」
建
設
が
始

ま
り
ま
し
た
。

更
に
二
〇
一
二
年
の
支
援
金
六
千
ド
ル
に
ベ

ト
ナ
ム
政
府
、
本
人
親
類
縁
者
の
資
金
を
合
わ

せ
て
三
軒
の
「
仁
愛
の
家
」
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
形
に
残
る
支
援
活
動
と
し
て
四
軒
の
「
仁

愛
の
家
」
が
造
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
（
二
〇
一
三
年
）
の
訪
問
団
は
五
千
ド

ル
の
支
援
金
を
ク
ア
ン
ナ
ム
省
の
友
好
連
合
委

員
会
に
届
け
、
枯
葉
剤
被
害
者
と
も
懇
談
し
ま

し
た
。
被
害
者
訪
問
に
は
友
好
連
合
委
員
会
と

被
害
者
同
盟
（
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ａ
）
の
職
員
も
同
行
し
、

懇
談
内
容
を
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
後
の

支
援
施
策
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

日
本
べ
ト
ナ
ム
国
交
樹
立
四
十
周
年
に
当
た

り
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行

事
を
催
し
ま
し
た
が
、
ク
ア
ン
ナ
ム
省
と
ダ
ナ

ン
市
で
は
「
文
学
交
流
会
」
を
開
催
。
更
に
歓

迎
の
昼
食
会
に
も
招
待
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
交
流
を
計
画
し
て
下
さ
っ
た
ク
ア
ン

ナ
ム
省
と
ダ
ナ
ン
市
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

尚
、グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ビ
ン
女
史
の
回
顧
録﹃
家

族
、
仲
間
、
そ
し
て
祖
国
﹄
日
本
語
版
と
ベ
ト

ナ
ム
文
学
同
盟
と
の
合
同
詩
集
﹃
ベ
ト
ナ
ム
独

立
、
自
由
、
鎮
魂
詩
集
﹄
は
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

の
鈴
木
比
佐
雄
氏
か
ら
、
ビ
ン
女
史
と
ベ
ト
ナ

ム
文
学
同
盟
に
直
接
手
渡
さ
れ
、
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。（埼

玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ　

副
会
長　

平
松
伴
子
）

日
越
国
交
四
十
周
年
を
記
念
す
る

活 動

支援金で作られた「仁愛の家」と訪問団

友好委員会連合ホン会長（中央）よ
り勲章授与されたJVPF佐藤副会長
（左端）、大西理事長（左から２人目）

団体表彰を受けた埼玉JVPF、わらび座、広島
HVPF、（社）時遊人の代表ら

インタビューを受けるJVPF村山会長

ハー・ティ・キェット共産党書記局員（中央：女性）
ら多くの要人が鑑賞された
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【わらび座とは】
1951 年創立。民謡の宝庫と呼ばれる秋田

県仙北市に劇場を置き、7 つの公演グルー
プで年間約1200 回日本各地で公演。アジア、
ヨーロッパ、北米、南米など海外公演も多数。
【わらび座とベトナムの交流について】
わらび座は1963年、当時のベトナム民主

共和国に11月9 ～ 22日滞在し、ハノイ、ハ
イフォン、ホンゲイの3 ヶ所で6回公演を行
いました。滞在中、多くのベトナムのみな
さんとの出会いがありました。11月11日、
ホー・チ・ミン大統領と接見。12日、ハノ
イ劇場でのわらび座公演にファン・バン・
ドン首相はじめ労働党と政府の各指導者お
よび各国大使が来場。また公演以外にも、
ハイフォン第６小学校を参観し、子どもた
ちが南ベトナムの踊りで歓迎してくれたこ
とも印象的でした。ベトナム戦争が悪化し
ていく中、わらび座はベトナムの人々と連
帯し、ベトナムの平和と勝利への願いをこ
めた作品を1965年から全国で公演し、ベト
ナムが解放されるまで続けました。このこ
とは、日本の芸術団体の中でも特別な実績
となっています。ベトナムから歌舞団や民
族音楽団、文化代表団などが訪日するたび
に交流し、ベトナムはわらび座にとって「兄
弟」のような存在です。

ハ
ノ
イ
大
学
日
本
言
語
・
文
化
・

教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

福
岡
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
事
務
局　

高
木
豊
彦

二
〇
一
三
年
八
月
二
十
九
日
、
ハ
ノ
イ
大
学

に
日
本
言
語
・
文
化
・
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。
開
設
式
に
は
、
ハ
ノ
イ
大
学

側
か
ら
二
十
名
、福
岡
か
ら
十
五
名
が
参
加
し
、

福
岡
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
一
三

年
協
定
校
締
結
）
も
来
賓
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
二
年
前
か
ら
構
想
さ

れ
、
ハ
ノ
イ
大
学
と
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
福
岡
の
交
流
活

動
の
一
つ
と
し
て
、
構
想
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

開
会
式
に
先
立
ち
、
日
本
側
か
ら
音
楽
演
奏

を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ハ
ノ
イ
大
学
の
ル
ォ
ン
学
長
か
ら

「
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
文
化
や
言
語
の
交
流
だ
け

で
な
く
、
日
本
全
体
の
交
流
と
い
う
大
事
な
意

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ベ
ト
ナ
ム

と
日
本
の
四
十
年
間
の
関
係
の
記
念
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
と
り
く
み
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

の
開
設
を
契
機
に
ハ
ノ
イ
大
学
と
福
岡
を
は
じ

日
本
の
踊
り
の
教
え
る
交
流
会
や
、
永
年
交
流

関
係
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
中
央
歌
舞
団
や
国
立
ボ

ン
セ
ン
歌
舞
団
と
の
交
歓
会
な
ど
、
日
越
の
文

化
を
通
じ
た
絆
を
深
め
る
意
義
あ
る
友
好
公
演

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
は
、
日
越
40
周
年
記
念
と
と
同

時
に
、
東
日
本
大
震
災
支
援
へ
の
御
礼
公
演
と

し
て
「
鎮
魂
と
再
生
へ
の
祈
り
」
と
題
す
る
公

演
を
行
い
ま
し
た
。

タ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
一
二
〇
㌦（
年
額
）

の
奨
学
金
を
、
第
三

期
～
第
五
期
奨
学
生

六
十
名
一
人
ひ
と
り

に
贈
り
ま
し
た
。

リ
ン
校
長
か
ら
、

「
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
支
援

で
こ
れ
ま
で
一
〇
〇

名
の
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
学
校
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、第
一
期
、

第
二
期
、
四
十
名
が

優
秀
な
成
績
で
師
範
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に

進
ん
だ
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
日
本
、
広
島
と

の
友
好
の
架
け
橋
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。続
い
て
奨
学
生
か
ら
、「
友
好
協
会
の
皆
様
、

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
タ
ン
と
言
い
ま
す
。
三

年
間
、
心
の
こ
も
っ
た
貴
重
な
奨
学
金
を
い
た

だ
き
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
寮
で
も
協
力
し
あ
っ
て
生
活
し
、
勉
強
も
し

っ
か
り
や
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
奨
学
金
を
役
立
て
る
こ
と
を
お
約

束
し
ま
す
」
と
お
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会　

事
務
局
長

小
野
悟
朗
）

友
好
と
交
流
の
歩
み

広がる

四
十
周
年
を
記
念
し
、
ク
ア
ン
チ
へ
訪

問
団

医
療
器
具
と
一
万
二
千
羽
の
折
鶴
を
届
け
る

日
越
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
井
原
修
副
会

長
を
団
長
に
７
名
の
訪
問
団
が
二
〇
一
三
年
十

月
二
十
八
日
～
十
一
月
三
日
に
か
け
ベ
ト
ナ
ム

を
訪
問
。
ク
ア
ン
チ
省
人
民
委
員
会
を
表
敬
し

ま
し
た
。

井
原
団
長
は
ク
ア
ン
ビ
ン
省
（
ク
ア
ン
チ
の

隣
）出
身
の「
ベ
ト
ナ
ム
救
国
の
英
雄
」ヴ
ォ
ー
・

グ
エ
ン
・
ザ
ッ
プ
将
軍
の
死
去
に
対
す
る
哀
悼

の
言
葉
に
続
き
、
枯
れ
葉
剤
と
原
爆
と
い
う
戦

争
被
害
の
共
通
性
か
ら
、
平
和
創
造
の
た
め
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
。
グ
エ
ン･

ド
ク･

チ
ン
副
主
席
は
、
奨
学
支
援
や
少
数
民
族
村
へ

の
医
療
器
具
支
援
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
各
分

野
で
進
む
交
流
活
動
へ
の
謝
意
と
と
も
に
改
め

て
広
島
訪
問
の
意
向
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
、
少
数
民
族
村
の
診
療
所
へ
の
医
療

器
具
支
援
と
し
て
血
圧
計
を
五
セ
ッ
ト
贈
呈
す

る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
最
大
の
激
戦
地

ク
ア
ン
チ
古
城
の
慰
霊
塔
に
献
げ
る
一
万
二
千

羽
の
折
鶴
を
届
け
ま
し
た
。

五
年
間
で
一
〇
〇
名
へ
、
奨
学
金
支
援

二
〇
〇
九
年
に
始
め
た
「
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
教
育

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ク
ア
ン
チ
省
少
数
民
族
寄

宿
高
等
学
校
へ
一
〇
Ｕ
Ｓ
㌦
支
援
（
月
）」
は
、

二
〇
一
三
年
九
月
、
新
た
に
第
五
期
奨
学
生
二

十
名
が
選
抜
さ
れ
、
講
堂
を
埋
め
た
民
族
衣
装

の
三
〇
〇
名
の
全
校
生
と
教
職
員
、
ク
ア
ン
チ

市
の
教
育
関
係
者
を
前
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
東
広
島
市
内
を
は
じ
め
県
内
の
サ
ポ
ー

民族衣装の奨学生たち

書道実演に興味津々で見入る
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め
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
交
流
は
益
々
発
展
し
て

よ
り
親
密
に
、
よ
り
有
益
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
側
を
代
表
し
て
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
の

準
備
に
対
す
る
感
謝
、
そ
し
て
、
今
後
の
交
流

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
の
決
意
等

を
述
べ
ま
し
た
。

山
王
神
社
の
楠
の
木
の
苗
を
祈
念
植
樹

除
幕
式
の
後
、
長
崎
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
り

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
が
、
見
事
に
再
生
し

た
山
王
神
社
の
楠
の
木
の
苗
を
セ
ン
タ
ー
開
設

の
記
念
と
両
国
の
平
和
を
願
う
気
持
ち
を
こ
め

て
植
樹
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
開
会
式
終
了
後
は
、
お
祝
い
の
昼
食

会
が
行
わ
れ
、
日
本
側
か
ら
南
京
玉
す
だ
れ
を

披
露
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

「
日
本
の
書
」
展
示
会
と
書
道
実
演
会
も

交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
と
し
て
、
八
月
二

十
九
日
～
九
月
五
日
ま
で
平
嶋
一
臣
先
生
の
書

道
展
「
日
本
の
書
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
九
月

四
日
に
は
、
書
道
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、多
く
の
ハ
ノ
イ
大
学
の
学
生
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

活
動
の
拠
点
と
し
て
展
望　

八
月
二
十
九
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

て
、
早
速
、
日
本
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
訪
問
が

あ
り
ま
し
た
。

福
岡
県
留
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
み
な

さ
ん
、
愛
知
文
教
大
学
の
先
生
方
、
国
学
院
大

学
横
山
ゼ
ミ
の
学
生
の
み
な
さ
ん
、
高
知
大
学

国
際
交
流
委
員
会
の
み
な
さ
ん
方
で
す
。
国
学

院
大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
は
、
三
泊
四
日
の
ゼ

ミ
旅
行
を
計
画
し
、
ハ
ノ
イ
大
学
の
学
生
と
交

流
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
希

望
し
て
い
ま
す
。

村
山
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校

の
近
況

●
協
和
化
学
工
業
株
式
会
社
か
ら
寄
付
金
が

村
山
富
市
記
念
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校
（
ホ

ー
チ
ミ
ン
）
は
二
〇
〇
七
年
に
、
日
本
語
修
学

高
校
生
奨
学
金
を
基
礎
に
開
校
し
ま
し
た
が
、

通
算
七
年
間
続
け
ら
れ
た
奨
学
金
、
育
英
金
に

よ
る
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
三
年
八
月

で
終
了
し
ま
し
た
。

現
在
、
一
般
社
会
人
コ
ー
ス
に
よ
る
収
益
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
運
営
は
ま
だ
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
協
和
化
学
工
業
株

式
会
社
（
代
表
取
締
役
：
松
島　

慶
三
、
本
社
：

香
川
県
坂
出
市
）
か
ら
の
村
山
日
本
語
学
校
の

運
営
に
対
す
る
寄
付
金
の
申
し
出
は
、
あ
り
が

た
い
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
協
和
化
学

工
業
株
式
会
社
が
当
会
の
村
山
富
市
会
長
と
の

御
縁
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校
に
趣
旨
に
賛

同
し
て
い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
。
単
年
度
七

十
万
円
で
通
算
三
カ
年
を
予
定
。

●
少
年
少
女
宮
殿
で
「
日
本
語
教
室
」
開
講

村
山
日
本
語
学
校
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
ホ
ー

チ
ミ
ン
青
年
団
と
協
力
し
、
日
本
と
日
本
文
化

へ
の
関
心
を
広
げ
る
た
め
青
年
団
が
運
営
す
る

少
年
少
女
宮
殿
で
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
無

料
の
「
日
本
語
教
室
」
を
開
講
。
こ
れ
に
は
村

山
日
本
語
学
校
修
了
生
で
大
学
日
本
語
コ
ー
ス

へ
進
学
し
た
学
生
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協

力
。
毎
週
、
少
年
少
女
宮
殿
で
週
末
に
二
ク
ラ

ス
四
十
人
で
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
よ
り
日
本
語
講
座
を
委
託

卒
業
後
日
本
で
の
就
労
を
考
え
て
い
る
専

門
短
期
大
学
学
生
に
日
本
語
を
教
え
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
村
山
日
本
語
学
校
が
選

定
・
業
務
委
託
さ
れ
三
ク
ラ
ス
八
十
人
の
学
生

に
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

ラ
ム
ド
ン
省
で
も
少
数
民
族
出
身

高
校
生
奨
学
金
支
援
が

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
鹿
児
島
支
部　

野
崎
隆
道

本
年
度
（
二
〇
一
三
年
九
月
よ
り
）
よ
り
Ｊ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
鹿
児
島
支
部
で
は
、
ラ
ム
ド
ン
省
の
少

数
民
族
高
校
生
の
奨
学
金
支
援
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
面
、
十
名
の
高
校
生
を
支
援

し
ま
す
。
今
ま
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
通

じ
て
プ
ー
ト
省
の
少
数
民
族
高
校
生
を
支
援
し

て
き
た
経
験
も
あ
っ
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
の

援
助
を
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
で
も
プ
ー
ト
省

の
高
校
の
卒
業
生
と
交
流
や
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
。
鹿
児
島
で
は
大
学
や
日
本
語
学
校
の
留

学
生
と
、
ま
た
最
近
で
は
鹿
児
島
で
就
労
し
て

い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
と
の
交
流
・
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
取
り
組
み
の
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
奨
学
金
支

援
の
活
動
を
定
着
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
隣

接
各
県
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
応
募
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、

Em
ail

：srnosaki@
io.ocn.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
─
２
６
３
─
６
７
３
２
（
野

崎
宛
て
）
ま
で
。

【
ラ
ム
ド
ン
省
と
は
】
中
部
高
原
地
帯
に
あ
り
、

省
都
ダ
ラ
ッ
ト
は
避
暑
地
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
植
民

地
時
代
に
開
発
さ
れ
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
よ
り
空
路

四
十
分
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に
は
枯
葉
剤
爆
弾
が
散

布
さ
れ
、
一
九
八
十
年
代
ま
で
住
民
に
深
刻
な
健
康

被
害
が
出
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
調

査
で
枯
葉
剤
爆
弾
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が

原
因
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

現
在
、
風
光
明
媚
な
ダ
ラ
ッ
ト
は
ベ
ト
ナ
ム
の
若

者
の
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
と
も
い
わ
れ
、隔
年
で
「
お

茶
博
」、「
花
博
」
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七

年
に
は
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
主
催
で
「
日
越
友
好
マ
ラ
ソ
ン
」

も
開
催
さ
れ
た
。

民
族
構
成
は
キ
ン
族
、
コ
ホ
族
、
ヌ
ン
族
、
バ
ー

ナ
ー
族

（
５
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

ベ
ト
ナ
ム
は
ド
ン
モ
イ
政
策
で
な
ん
で
も
自

由
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り

で
米
の
販
売
も
肥
料
・
農
薬
の
購
入
も
自
由
で

し
た
。

キ
ュ
ー
バ
で
役
に
立
つ
精
米
機
・
製
粉
機
は

各
種
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
後
で

検
討
し
、
注
文
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
ベ
ト
ナ
ム
は
モ
ノ
が
豊
富

で
都
市
は
活
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
土
台

は
農
村
の
勤
勉
な
農
民
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
。最

後
に
タ
イ
ビ
ン
枯
葉
剤
被
害
者
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
は
個
人
で
も
で
き
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
な
の
で
考
え
て
み
た
い
で
す
。


